
　

　

厚生労働省は3月24日、介護報酬を議論する審議会を開き、介護職員の給与水準の動向調査を報告しました。全産

業平均との給与格差は月8.3万円。前年比で介護職員は平均1.4万円賃上げしましたが、他産業は前年6.9万円の大幅賃

上に追いつかず、格差が拡大しました。

物価上昇が続き介護職員の実質給与は目減りしており、今春闘でさらに給与格差が広がると人材不足の深刻化がさらに

進むと危惧されています。審議委員から介護報酬は2027年度改定を待たず必要な見直しを柔軟にとの提言も出ています。
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介護職員給与

格差拡大 8.3万円/月

■厚生労働省 社会保障審議会 介護給付費分科会「【参考資料】介護職員の処遇改善について」

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_53816.html
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介護職員 給与格差・有効求人倍率

● 上記統計の給与とは

月々の基本給、各種手当、ボーナスなどを

全て合計したもの。

税金や保険料が引かれる前の額面でいわ

ゆる手取りではありません。

● 有効求人倍率とは

仕事を探している人（求職者）に対しどれく

らいの求人（仕事の募集）があるかを示す指

標です。

介護職の有効求人倍率が高いのは需要に

対して働き手が不足しているから。

待遇改善（賃上げ）や働きやすい環境づくり

が課題です。
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運動の動機づけに必要なのは、健康状態や運動のメリット、デメリットを把握し自主的に取り組み継続することです。

厚生労働省の身体活動基準では、健康増進のためには週2日以上、1回30分以上の運動を行うこを目標としています。

ところが運動を継続することは容易ではありません。動機を維持するには、達成可能な小さな目標から段階的に目標を上

げて継続していくことが大切です。目標を達成するごとに自分をほめる、自分にほうびをあげる、運動スケジュールを決め運動

仲間と一緒に運動に取り組むなどの工夫も有効とされます。

私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。
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運動の動機づけ

■ 長寿科学振興財団 健康長寿ネット「運動の動機づけ」

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/kenkou-zoushin/undou-kouka-gai.html
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